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　本 シ ン ポ ジ ウム で は 、ESP 北海道 が 2006 年 度研 究プ ロ ジ ェ ク トと して 実施 した 『北

海道の 産業界に お け る英語 の ニ
ー ズ 』に 関す る質 的調査 の 結 果を報告 す る 。 本報告 は 、

ESP 北海道 が 2005 年度 に実施 した 量 的調 査 と併せ て 、北海道 の 英語 の ニ ー ズ に つ い て

その 全 体像 を把握す る こ とを狙 い と して い る 。

　2005 年 度の 量 的調査 で は 、社 会人 、 あ る い は 事業所の 1 割が 目常的 に英語 を使用 し
、

3 割 が英語 を必要 と考 え 、 5割 が英語 を重 要 と考え て い る こ とが 、 明 らか に され た 。

任 意の 記 述 回 答で は 、 文 法 を重視 した 訳読 中心 の 授 業 へ の 批判 と 、 実用 的 な英語 を学

ぶ べ き との 要 望が多数寄せ られ た
。 また 、 社会人 の 8 害似 上 が就職後に 英語教育 の 支

援を受 けな い 状態に い る こ とが 判 明 した 。
こ れ らの 調査結果 を踏 ま えて 、

2006 年度の

質的調 査 で は 、以 下の 3 点 を課題 に据 えた 。

（1 ） 英語 を使 用 して い る社 会 人 の 具体 的な使 用状況 を明 らか にす る 。

（2 ） 英語 を 使 用 して い る事業 所 に お け る実務 ・専門英語 の 習得過 程 を明 らか にす る 。

（3 ）英語 教育に対 す る意見 を聴取 し
、 そ の 問題 点 を明 らか に す る 。

　本調 査 は 北海道 で 実施 され た が
、 日本 の 企 業の 99．　7％が 中小 企業に 属す る こ と を考

慮す る と、 小 中高大 を通 して の
一

貫 したカ リキ ュ ラム を策定す る 際 に 、 教育の 出 口 で

あ る社会の 側か ら見た ニ ー ズ に つ い て基礎資料 を提示 す る こ とは 意義が あ る と考 え る。

本 シ ン ポ ジ ウム で は 、 こ の よ うな 結果 に至 っ た 、 調査 の 方 法 とデ ー タ に つ い て 順次報

告 し 、 調 査 の 意義 、
ニ ー ズ分析 の 方 法論 、 英語教育へ の 示 唆 に っ い て 議論 した い

。

1 ．質的調 査 の 方法 （山 田　惠）

　本調査 で は 、 英語 の 使用 状況 を 詳 細に把 握 する た め に 、 面 接調 査 法を採用 した 。 ま

た、 ドメ イ ン ・エ キ ス パ ー トへ の 予備調 査を踏 ま えて 、 質問項 目を統
一

す る構造化面

接法を用 い た 。 調査 は 、 JETRO （日本貿易振興機構）北海道 が公 表す る 、 海 外 に 進 出 を

果 た した 118 事 業所の うち 、
40 事 業所 を対象候補 と し

、 JETRO の 推薦 状を添 えて 調査

へ の 協力 を依 頼 した 。最 終的に は 、11 事業所 の 職 種 の 異 な る 28 名 を調 査対 象者 と し、

2006 年 8 〜 10 月 に 面接 を実 施 した 。 面接 は 1名 に つ き 30 分 を 目安 と し、被面接者の
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心 理 的効 果 を考 慮 して 、会社 に 関わ る事 項 （会社 概要 、 業 務 内容 、 英語 に よ る業務 内

容）か ら始 め て 、 個人 に 関わ る事項 （実務英語 の 使 用状況 と習得過 程 、 英語 学習経験 、

英語 教 育 へ の 評価）を尋 ねた。そ して 、 面 接 終了 後 に 、 項 目 ご とに フ ァ イ ル に ま とめ 、

英語 の 使 用 実態 に 関す る全体 的 な傾 向 を探 っ た 。

2 ．調 査 対 象者 の 属性 と使用 状 況 （三 浦　寛子 ）

　調 査対 象者 は 、 卸 売 ・小 売 業 、 製造業 を 中心 に 、 食品 、 精密機器 、 資材 、 原料の 輸

出 入 を扱 う事 業所 、地域 振 興 を促 進 す る事 業所 に勤務す る社 会 人 で 、職種 は 、 営業職 、

技 術職 、管理職 で あ っ た 。 20 代 と 30 代 の 年齢 層 は英 語 の 使 用 経 験 が浅 い に もか か わ

らず 、 使 用頻 度 が 高 く 、 ル
ー チ ン ワ

ー
ク と し て 多岐に 渡 る英語 業 務 を こ な し て い た 。

管理職 の 立 場 に な る と、使 用頻 度 は 下 が るもの の 、重要 な判 断 をす る た め に必 要 な高

度 な英語 を 、 難 し さを感 じ なが ら使用 して い る こ とが分か っ た 。 どの 職種 にお い て も、

電子 メール が 多用 され る 点 は共 通 して い る が 、 使用 す る技能 は 業務 内容 に よ っ て異 な

っ て い て 、

一
定 の 傾 向 は 見 られ な か っ た 。 こ れ ら使 用者 の 英語 に 関す る 背景 に つ い て

も十 人十色 で あ り 、 語 学力 そ の も の が 人事 の 基準に な る こ とは 稀で あ っ た 。

3 ．実務 ・専門英語 の 習得過程 （坂部　俊行）

　被面接者 に 見 られ る 共 通 点 は 、基本的に OJT （On　the　Job　 Training ） に よ っ て 英語

を習得 して い て 、 通 常 の 仕 事 が で き れ ば英語 は 自然に 身 に つ く とい う考え を持 っ て い

る こ とで あ る 。 特に 、 専門用語 に 関 して は 、極 め て短期間に習熟 して い る 。 ただ し 、

自社の 熟知 した 製晶 の よ うに 、 具体的対象物 を 扱 う場 面 で の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン は 円

滑 に 行 わ れ るが 、 ア イデ ィ ア や周 辺 情報 の よ うに、抽象的な内容 を扱 う場 面 で は英語

が難 し い と感 じて い る。 英 語 の 習得 は 、個 人 の 努力 、直 属 の 上 司 の 経 験 的な ア ドバ イ

ス に 委 ね られ る こ とが 多 い 。事 業所 固有の 英語 使用 マ ニ ュ ア ル な どは 存在 しない ケ
ー

ス が 大 半で 、 効 率 的 に 英語 の 習得が行 わ れ て い る わ けで は な い 。 自力 で 英語 に 向 き合

う中で 、受験 を含 めた英 語教育で 学ん だ文 法や語 彙の 重 要性 に気 づ く こ とが 多い
。

4 ．英語教育へ の 示 唆 （吉 田　 翠）

　英語 教育に対 す る意見 で は 、読み ・書 きに 必 要 な英 文法 を重 要視す る声 が 多数 あ っ

たが 、 同時 に 、 文 法教 育 が つ ま らない
、 文法 の 仕組み が分か らず 苦痛 で あ る との 批判

も あ っ た 。 ま た 、 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に必 要 な 、 聞 く ・話 す の 教育が 不 十 分で あ

る との 指摘 もあ っ た 。 現 状で は 、 英語 研 修制 度 の あ る事 業所 は 限 られ て い る 。 そ の た

め、社 会へ の 準備 教育 で もあ る大 学に お い て 、 確 か な 英語 の 基礎 力 を身 に っ け させ る

こ とが 大切 で あ る 。 そ の 基礎力 向 上 の た め に は 、 文 法 とオ
ー

ラル 技 能 を 二 者 択
一

で は

な く 、
い ず れ も 強化す る こ と 、 さ らに は 、社 会 的 文脈 や 状況 を前 提 と し た教 育 をす る

こ とで 、学習者 の 意欲 を損 な わ ない こ とが大切 とな る。 技術 革新 に よ り個 別学 習 が 可

能 な時代 で あ る が、実践 的 な運 用 力 を育 て るた め に は 教員 の 介入 と支 援 は 欠 か せ ない 。

産業 界 と教 育 界 の 双方 向か らの 情報 と意 見交換 を土台 に、社 会 の ニ
ー ズ を視 野 に 入れ

た 英語 教 育 の 更 な る 研 究 と実践 が 求 め られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （連絡先 ： esp
− hokkaido ＠nifty ，　com ）
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